
富
士
五
湖
「
本
栖
湖
」 

富
士
五
湖
め
ぐ
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◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

千
円
紙
幣
、
五
千
円
紙
幣

の
裏
面
に
描
か
れ
る
逆
さ
富

士
の
図
案
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。 

「
富
士
山-

信
仰
の
対
象

と
芸
術
の
源
泉
」
の
「
富
士
山

域
」
の
一
部
と
し
て
世
界
文
化

遺
産
の
構
成
要
素
に
含
ま
れ

て
い
る
。 

最
大
水
深
は
１
２
１
．
６

ｍ
で
富
士
五
湖
の
中
で
最
も

深
く
、
面
積
は
３
番
目
の
大
き

さ
で
あ
る
。 

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園

の
特
別
地
域
内
に
あ
る
。
流

入
・
流
出
河
川
は
な
い
が
、
同

じ
富
士
五
湖
の
西
湖
や
精
進

湖
と
は
透
水
性
が
高
い
ス
コ

リ
ア
層
な
ど
を
通
し
て
地
下

水
が
行
き
来
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
湖
面
の
高
さ
は
海
抜

約
九
百
ｍ
で
、
降
雨
な
ど
が
あ

っ
て
も
水
位
が
ほ
ぼ
連
動
し

て
変
化
す
る
。 

   

た
時
期
と
組
織
に
よ
り
異
な

る
値
が
示
さ
れ
て
い
る
。
20

ｍ
を
超
え
る
透
明
度
を
観
測

す
る
こ
と
も
あ
り
、
本
州
で

は
実
質
的
に
最
高
透
明
度
の

湖
で
あ
る
が
、
栄
養
塩
類
の

増
加
に
伴
い
透
明
度
が
低
下

し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

近
年
で
は
水
の
透
明
度

が
低
下
し
て
い
た
が
、
２
０

０
１
年
か
ら
毎
年
６
月
の
第

１
土
曜
日
に
本
栖
湖
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
を
開
催
。
２
０
０

６
年
３
月
か
ら
水
上
オ
ー
ト

バ
イ
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
等

の
動
力
船
の
使
用
を
禁
止
す

る
な
ど
の
努
力
に
よ
り
水
質

が
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

  

残
る
。
大
雪
の
時
の
出
来
事 

〈
猛
威
を
ふ
る
う
北
陸
の
吹

雪
〉〈
孤
立
す
る
町
や
村
〉
こ

ん
な
見
出
し
で
新
聞
に
記
載

さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。 

国
や
自
治
体
の
除
雪
対
策

は
こ
の
豪
雪
を
機
に
、
本
格

化
し
た
と
い
う
。
こ
の
「
３
８

豪
雪
」
を
所
謂
「
除
雪
元
年
」

と
云
わ
れ
た
。
近
年
は
雪
害

を
克
服
す
る
「
克
雪
」
だ
け
で

な
く
、
雪
を
生
か
し
た
地
域

お
こ
し
も
盛
ん
に
な
っ
た

が
、
雪
が
時
に
は
〝
白
い
悪

魔
〟
と
化
す
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。 

各
地
で
１
月
中
旬
頃
か

ら
マ
イ
ナ
ス
12

度
の
猛
烈

な
寒
冷
前
線
が
日
本
列
島
を

覆
う
よ
う
に
南
下
し
て
一

波
、
二
波
と
来
て
、
大
雪
、
い

や
豪
雪
と
い
う
ほ
う
が
適
切

か
、
想
定
外
の
降
雪
を
も
た

ら
す
。
各
地
で
一
晩
に
１
ｍ

以
上
も
の
積
雪
で
生
活
路
確

の
為
に
朝
か
ら
除
雪
作
業
中 

 

に
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
男
女 

お
二
人
が
埋
ま
っ
て
、
尊
い

命
を
亡
く
す
る
等
々
、
被
害

も
相
次
い
で
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
帰
省
も
ま
ま
な
ら
ず
、

故
郷
の
様
子
を
気
に
か
け
な

が
ら
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報

を
聞
く
方
も
多
か
ろ
う
。
故

郷
に
残
し
た
御
家
族
の
安
否

を
思
う
と
、
連
日
夜
も
眠
れ

ぬ
胸
中
で
お
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
１
９
６
３
年
以
降

か
ら
数
え
る
と
５８
年
前
の

記
録
を
超
す
記
録
的
豪
雪
に

な
る
と
い
う
。
雪
の
季
節
は

し
ば
ら
く
続
く
で
あ
ろ
う
と

天
気
予
報
中
も
推
測
さ
れ

る
。
被
害
が
こ
れ
以
上
、
甚

大
化
し
な
い
様
に
祈
り
つ
つ

春
を
待
ち
た
い
。 

 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

   

交
通
事
故
死
者
１
５
５
人 

昨
年
一
年
間
の
都
内
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
者
は
１
５

５
人
で
、
前
年
よ
り
２２
人
増

え
、
都
道
府
県
別
で
５３
年
ぶ

り
に
全
国
最
多
と
な
っ
た
。

 

警
察
庁
は
、
コ
ロ
ナ
過
に

伴
う
「
緊
急
事
態
宣
言
」
で
交

通
量
が
激
減
し
て
車
の
速
度

が
上
が
っ
た
こ
と
や
電
車
で

な
く
自
転
車
で
通
勤
す
る
人

が
増
え
た
こ
と
、
屋
外
レ
ジ

ャ
ー
の
人
気
で
バ
イ
ク
に
乗

る
人
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が

要
因
と
み
て
い
る
。
歩
行
者

の
交
通
法
規
や
違
反
も
目
立

っ
た
。
警
察
庁
が
課
題
一
つ

に
挙
げ
る
の
が
歩
行
者
の
安 

で
、
統
計
を
取
り
始
め
た
２
０

１
２
年
以
降
で
最
多
だ
っ
た

と
い
う
。
警
察
庁
は
歩
行
者
に

交
通
法
規
と
マ
ナ
ー
の
順
守

を
呼
び
か
け
る
方
針
で
、
担
当

者
は
「
自
分
の
命
を
守
る
た

め
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

し
っ
か
り
守
る
こ
と
が
大
切
。

ど
れ
だ
け
お
酒
飲
ん
で
も
、
道

路
に
横
に
な
る
の
は
絶
対
に

や
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。 

 

同
時
に
、
車
の
運
転
手
に
は

横
断
歩
道
で
の
「
歩
行
者
優

先
」
の
徹
底
や
右
左
折
時
の
徐

行
を
求
め
指
導
や
摘
発
を
強

化
す
る
。
▼
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
歩
行
者
が
で
き
る
こ
と
●

信
号
を
守
る
な
ど
交
通
法
規

と
ル
ー
ル
の
順
守
●
道
路
横

断
時
は
信
号
が
青
で
も
左
右 

の
噴
火
史
を
推
測
す
る
研

究
・
分
析
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
本
栖
湖
と
西
湖
の
間

で
、
溶
岩
流
の
上
に
形
成
さ

れ
た
森
林
が
今
日
の
青
木
が

原
樹
海
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

三
湖
及
び
流
入
河
川
は
海
に

面
し
て
い
な
い
内
陸
県
で
は

唯
一
の
二
級
水
系
と
な
っ
て

い
る
。 

透
明
度 

湖
水
の
透
明
度
は
、
『
理

科
年
表
』
平
成
24
年
85
冊
で

は
１１
・
２
ｍ
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
季
節
変
動
が
あ
り
、
最

小
値
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増

加
す
る
７
月
、
最
大
値
は
９

月
、
従
っ
て
調
査
を
行
っ
た 

全
対
策
だ
。
死
者
の
約
４
割
を 

歩
行
者
が
占
め
、
う
ち
約
６
割

が
何
ら
か
の
交
通
違
反
を
し

て
い
た
た
め
だ
。 

昨
年
の
死
者
１
５
５
人
の

う
ち
歩
行
者
は
６７
人
と
前
半

よ
り
１０
人
増
え
た
。
交
通
総

務
課
に
よ
る
と
、
う
ち
約
６
割

の
４０
人
が
、
何
ら
か
の
交
通

違
反
を
し
て
い
た
。
歩
行
者
用

信
号
機
を
無
視
し
た
り
、
横
断

を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
場
所
を

渡
っ
た
り
し
た
人
が
目
立
っ

た
。
近
く
に
歩
道
橋
が
あ
る
の

に
渡
ら
ず
、
自
転
車
横
断
帯
を

渡
っ
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
人

も
い
た
。
酒
に
酔
っ
て
い
た
り

認
知
症
を
患
っ
て
い
た
人
が

路
上
で
寝
込
ん
だ
り
座
っ
た

り
し
て
い
て
、
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
て
死
亡
し
た
の
も
１２
人 

     

右
を
確
認
●
近
く
に
横
断
歩

道
が
あ
れ
ば
遠
回
り
に
な
っ

て
も
利
用
・
斜
め
横
断
を
し

な
い
●
自
宅
近
く
の
慣
れ
た

道
で
も
車
に
注
意
●
夜
間
は

反
射
と
白
っ
ぽ
い
服
を
着
用

●
酒
に
酔
っ
て
路
上
で
寝
込

ま
な
い
。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
葵
に
通
っ

て
い
る
皆
さ
ん
、
お
出
か
け

の
時
は
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

               

本
栖
湖 

（
も
と
す
こ
） 

山
梨
県
南

都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
及

び
南
巨
摩
郡

身
延
町
に
跨

い
で
存
在
す

る
湖
。 

富
士
五
湖

の
一
つ
で
最

西
端
に
位
置

す
る
。 

豪
雪
を
懸
念
す
る 

１
９
６
３
年
（
昭
和
３８

年
）
は
「
３
８
豪
雪
（
さ
ん
ぱ

ち
ご
う
せ
つ
）
」
と
し
て
歴
史
に 
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葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

こ
れ
は
、
３
湖
が
平
安
時
代

初
期
ま
で
剗
の
海
（
せ
の
う
み
）

と
呼
ば
れ
た
一
つ
の
湖
で
、

富
士
山
の
延
暦
２
年
（
８
０

０
年
）
噴
火
に
よ
る
溶
岩
流

で
本
栖
湖
が
分
か
れ
、
さ
ら

に
貞
観
大
噴
火
（
８
６
４
年
）

で
残
っ
た
部
分
が
西
湖
と
精

進
湖
に
分
断
さ
れ
た
た
め
で

あ
る
。 

こ
う
し
た
地
理
的
条
件

や
歴
史
か
ら
、
火
山
灰
な
ど

の
湖
底
堆
積
物
か
ら
富
士
山 

 

本栖湖遊覧船「もぐらん」 

談 

話 

室 



利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  町
田
武
仁
（
月
、
水
、
金
） 

葵
で
は
午
後
に
麻
雀
、
将

棋
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
朝

が
弱
く
て
来
る
の
が
つ
ら
い

時
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

       服
部
多
喜
子
（
火
、
金
） 

少
し
お
休
み
し
て
い
ま
し

た
。
運
動
は
大
好
き
な
の
に
、

あ
ま
り
動
け
な
い
の
で
ち
ょ

っ
と
つ
ら
い
で
す
が
、
少
し

ず
つ
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

       作
道
敏
子
（
水
、
土
） 

葵
に
き
て
半
年
く
ら
い
に

な
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
慣
れ

て
き
た
の
で
、
皆
さ
ん
と
も

お
話
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

今
こ
そ
原
発
ゼ
ロ
を
！ 

増
田
義
雄 

十
年
前
の
３
・
１
１
東
北

地
方
太
平
洋
沖
大
地
震
が
発

生
、
東
日
本
で
大
き
な
揺
れ

や
津
波
、
火
災
等
12
都
府
県

で
二
万
二
千
人
の
死
者
を
出

す
大
災
害
と
な
っ
た
。
こ
の

「
東
日
本
大
震
災
」
で
東
電
の

福
島
第
一
原
発
も
事
故
を
起

こ
し
、
現
在
困
難
極
ま
る
処

理
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。 

三
～
四
十
年
か
ゝ
る
廃
炉

作
業
や
核
燃
料
の
搬
出
、
放

射
性
廃
棄
物
や
汚
染
水
処
理

等
、
難
題
が
多
く
、
処
理
費
用

も
膨
大
で
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
。
東
電
は
「
津
波
は
想
定
外

に
大
き
く
予
測
出
来
ず
る
故

に
防
げ
な
か
っ
た
」
と
こ
の

十
年
間
お
詫
び
と
反
省
を
繰 

 

り
返
し
て
い
な
が
ら
今
は

又
、
国
と
一
緒
に
な
っ
て
柏

崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
を
急

い
で
い
る
。
関
西
電
力
で
も

四
十
年
の
運
転
寿
命
を
越
し

た
老
朽
原
発
を
安
全
性
よ
り

経
済
性
を
優
先
し
て
再
稼
働

を
急
い
で
お
り
誠
に
遺
憾
で

あ
る
。
例
外
規
定
で
二
十
年

延
長
可
能
と
か
？
原
発
は
ウ

ラ
ン
燃
料
で
、
低
コ
ス
ト
で

経
済
性
高
く
二
酸
化
炭
素
を

排
出
し
な
い
優
れ
物
で
あ
る

が
反
面
大
事
故
に
繋
が
る
危

険
性
大
き
く
、
い
く
ら
経
済

性
良
く
て
も
原
発
の
危
険
リ

ス
ク
は
大
き
過
ぎ
る
。 

又
放
射
能
の
危
険
性
は
大

き
く
、
事
故
が
起
き
な
く
て

も
問
題
で
、
使
用
済
み
核
燃

料
の
放
射
能
を
半
減
さ
せ
る

為
に
は
一
万
年
以
上
の
年
月

が
か
か
り
、
最
終
処
分
の
核 

ゴ
ミ
に
至
っ
て
は
地
下
三
百

五
十
米
の
隔
離
で
も
十
万
年

以
上
必
要
と
か
気
の
遠
く
な

る
様
な
話
で
す
。 

現
在
全
世
界
の
原
発
の
数

は
四
百
四
十
基
を
越
し
、
日

本
は
小
さ
な
島
国
で
あ
り
な

が
ら
一
割
近
く
の
四
十
基
以

上
あ
り
電
力
の
三
割
以
上
を

原
子
力
に
頼
っ
て
い
る
。 

     

し
か
し
日
本
は
地
震
多
発

国
で
あ
り
い
つ
し
か
大
地
震

に
遭
遇
し
、
大
噴
火
や
大
津

波
で
原
発
事
故
の
発
生
は
充

分
予
想
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
ず

っ
と
悩
ま
さ
れ
る
。 

今
こ
そ
「
原
発
は
ゼ
ロ
に
」

「
核
の
ゴ
ミ
は
出
さ
な
い
」 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
大
転
換
す
べ
き
で

あ
る
。 

現
在
の
原
発
の
安
全
性
確

保
の
為
の
費
用
や
地
元
へ
の

補
償
費
用
や
後
処
理
費
用
分

の
資
金
は
全
て
前
向
き
の
代

替
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。
日
本
国
政
府
が

２
０
５
０
年
迄
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る

と
先
般
国
際
公
約
し
た
様
に

脱
原
発
も
実
現
を
め
ざ
し
て

欲
し
い
。 

 

織
田
信
長 

天
文
3

年
5

月
12

日

〈
１
５
３
４
年
6
月
23
日
〉
～
天

正
10
年
6
月
2
日
〈
１
５
８

２
年
6
月
21
日
〉
日
本
の
戦
国

時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に

か
け
て
の
武
将
、
戦
国
大
名
。

三
英
傑
の
一
人
。 

戦
国
三
英
傑
と
は
数
多
く

の
武
将
達
が
し
の
ぎ
を
削
り

領
土
を
取
り
合
っ
た
戦
国
時

代
に
、
天
下
統
一
を
目
指
し

た
3
人
の
戦
国
武
将
「
織
田

信
長
」、「
豊
臣
秀
吉
」、「
徳
川

家
康
」
の
こ
と
で
す
。 

  

三
英
傑
は
、
現
在
の
愛
知

県
に
当
た
る
尾
張
国
・
三
河

国
出
身
で
あ
り
、
名
古
屋
市

に
縁
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
名
古
屋
で
は
毎
年
、 

「
名
古
屋
ま
つ
り
」
と
称
し

て
、
戦
国
三
英
傑
や
鎧
武
者
、

従
者
な
ど
に
扮
し
、
約
六
百

人
の
豪
華
絢
爛
な
「
郷
土
英

傑
行
列
」
を
行
な
う
の
で
す
。 

こ
ち
ら
で
は
、
時
代
を
超

え
て
人
々
に
愛
さ
れ
る
戦
国

時
代
の
三
英
傑
、
織
田
信
長
・

豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。「
戦
国

三
英
傑
の
特
徴
と
逸
話
」
で

は
、
３
人
の
性
格
を
は
じ
め
、

い
か
に
し
て
彼
ら
が
戦
国
時

代
を
生
き
抜
い
て
き
た
の
か

と
い
う
逸
話
を
解
説
。「
戦
国

三
英
傑
の
天
下
統
一
」
で
は
、

３
人
に
ま
つ
わ
る
合
戦
の
背

景
や
戦
略
、
そ
し
て
後
世
に

与
え
た
影
響
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 

草
創
期
の
葵
と
私 

山
村
匡
子 

昨
年
十
一
月
下
旬
に
引
越

し
た
葵
が
、不
慣
れ
な
場
所
と

準
備
時
間
不
足
の
中
で
迎
え

た
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
努
力
と
工
夫
で
、例
年
通

り
と
は
い
か
な
か
っ
た
が
楽

し
か
っ
た
。特
に
嬉
し
か
っ
た

の
は
、利
用
者
の
写
真
で
構
成

さ
れ
た
葵
の
歴
史
だ
っ
た
。 

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日

に
利
用
者
ゼ
ロ
で
オ
ー
プ
ン

し
た
葵
も
、私
が
入
所
し
た
半

年
後
に
は
木
曜
日
の
利
用
者

は
約
１
３
名
に
な
っ
て
い
た
。

 

男
性
の
利
用
者
は
実
際
に

戦
争
を
経
験
さ
れ
た
方
が
多

く
、背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び
威
厳 

                  

と
風
格
が
あ
っ
た
。
私
が
描

い
て
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
違
う
葵

だ
っ
た
。 

ス
ペ
ー
ス
が
た
っ
ぷ
り
あ

っ
た
の
で
マ
ッ
ト
体
操
等
の

運
動
に
加
え
ス
タ
ッ
フ
手
作

り
の
ネ
ッ
ト
で
風
船
バ
レ
ー

を
し
た
り
、
大
き
な
百
人
一

首
の
札
を
床
一
面
に
撒
い
て

カ
ル
タ
と
り
等
が
楽
し
か
っ

た
。
そ
の
頃
か
ら
、
社
長
指
導

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
習
字
、
ビ

ー
ズ
や
毛
糸
の
手
芸
音
楽

等
、
少
し
遅
れ
て
社
長
の
ミ

ニ
講
座
や
中
村
事
務
長
の
中

村
座
等
の
講
座
や
講
義
が

次
々
と
実
現
。
葵
に
通
う
の

が
楽
し
み
だ
っ
た
。 

ま
た
社
長
は
、
外
出
の
機 

会
が
少
な
い
利
用
者
の
為
に 

    

外
出
の
機
会
を
計
画
、
た
し

か
第
一
回
目
は
東
京
大
仏
行

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

今
は
コ
ロ
ナ
で
外
出
出
来
な

い
が
、
初
詣
、
お
花
見
等
、

折
々
の
外
出
は
そ
の
後
も
実

行
さ
れ
て
き
た
。 

ま
た
コ
ロ
ナ
で
開
店
休
業

中
の
利
用
者
交
流
組
織｢

葵

友
の
会｣

も
創
立
二
年
目
位

に
誕
生
し
、
旅
行
や
会
食
、
麻

雀
や
カ
ラ
オ
ケ
等
、
活
発
に

活
動
し
て
き
た
。 

葵
の
機
関
誌
『
あ
お
い
通

信
』
は
、
社
長
が
平
成
１
７
年

１
月
に
創
刊
さ
れ
た
が
、
利

用
者
に
大
手
出
版
社
の
Ｏ
Ｂ

の
方
が
い
ら
し
て
、
そ
の
方

の
下
に
数
人
の
編
集
委
員
会

が
作
ら
れ
、
私
も
そ
の
一
人 

に
加
え
て
頂
い
た
。
た
だ
一 

 

人
の
女
性
委
員
だ
っ
た
が
、

編
集
長
が
お
怪
我
で
通
所
で

き
な
く
な
り
、
私
が
及
ば
ず

乍
ら
１
９
号
か
ら
１
０
０
号

ま
で
編
集
責
任
者
と
し
て
編

集
と
割
付
を
担
当
し
た
後
、

現
在
の
大
塚
編
集
長
と
交
替

し
た
。
そ
ん
な
責
任
が
果
た

せ
た
の
も
社
長
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
で
指
導
を
受
け
た
お
陰

で
、
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
私
の
財
産
と
な
っ

て
い
る
。 

      

葵
に
通
い
始
め
た
頃
の
私

の
写
真
は
、
ま
る
で
別
人
の 

様
で
１
６
年
の
歳
月
は
残
酷

だ
が
、
私
が
ま
だ
曲
り
な
り
に

通
え
て
い
る
の
も
葵
で
学
ん

だ
健
康
法
や
社
長
伝
授
の
呼

吸
法
な
ど
の
知
識
と
そ
の
実

行
の
お
陰
だ
と
思
う
。 

最
近
、
生
き
る
の
に
疲
れ
て

き
た
が
、
葵
に
通
え
る
間
は
何

と
か
葵
の
モ
ッ
ト
ー
「
自
立
」

を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き

た
い
。 

戦
国
武
将 ヒ

ス
ト
リ
ー 

雑 

学 

館 

納
豆
は
偶
然
の
産
物 

ネ
バ
ネ
バ
と
し
て
匂
い
も

き
つ
く
、
一
見
美
味
し
そ
う

に
は
見
え
な
い
納
豆
を
最
初 

 

に
口
に
し
た
の
は
、
一
体
ど

ん
な
人
た
ち
だ
っ
た
の
あ
ろ

う
か
。 

納
豆
の
歴
史
は
非
常
に
古

く
、
何
と
弥
生
時
代
に
は
食

べ
ら
れ
て
い
た
と
言
わ
れ

る
。
そ
れ
以
前
か
ら
、
豆
や
ヤ

マ
イ
モ
な
ど
の
ネ
バ
ネ
バ
し

た
芋
は
食
べ
ら
れ
て
い
た

が
、
当
時
は
そ
の
辺
に
生
え

て
い
る
も
の
を
採
っ
て
食
べ

る
の
が
主
流
だ
っ
た
。 

弥
生
時
代
に
な
り
稲
作
が

始
ま
る
と
、
豆
類
も
自
分
た

ち
で
栽
培
す
る
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
に
伴
い
収
穫
し
た

豆
を
煮
て
食
べ
る
習
慣
が
生

ま
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で

偶
然
の
出
来
事
が
起
き
る
。

当
時
の
家
は
床
に
藁
を
敷
い

て
い
た
が
、
偶
然
藁
の
中
に

落
ち
た
煮
豆
が
発
酵
し
て
、

納
豆
状
態
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
れ
を
口
に
し
て
み
た
ら
、

美
味
し
か
っ
た
と
い
う
の
が

ル
ー
ツ
と
見
ら
れ
る
。
偶
然

落
ち
た
煮
豆
が
、
後
に
日
本

を
代
表
す
る
味
を
生
ん
だ
の

で
あ
る
。 

   

  
 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
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